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鈎虫症の臨床的観察（4)

4・Iodo・3-methy1-1-hydroxy-6・isopropyI benzeneについて

藤沢 俊雄

国立横浜病院内科国立予防衛生研究所寄生虫部

（昭和 33年 6月6日受領）

タト来鈎虫症患者に投与する駆虫薬として，私共の病院

では使用法の簡易性から従来おもに1・プロ」ム ・ナフ

トール（ 2）を用いて来たが，最近ヨードチモーノレを試

用する機会を得たので其の成績を報告したい。
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（分子量： 275.9)

使用薬物

林ら (1951)の系統的な駆虫薬研

究によって初めて線虫駆除作用が実

証された薬物て，化学構造式は左記

の通りである。 Mono-iodo・thymol

或いは 4・Iodo・世iymol等と略称され

る〈以下ヨードチモールと記す〉。

試用したのはヨードチモーノレ ・カ

プセノレ（中タ卜製薬〉て，1カプセル

中に木剤 0.5gを含有し，薬物学的

一般性状は第1表の如くである。

第 1表 ヨードチモー1レ（中外製薬）の

薬物学的一般性状

1. 針扶或いは結晶性粉末で，特異の臭気と僅かに

苦味及び刺戟性の味を有す。

2. 先により変化せず。

3. 7.J<中に投ずると浮慌し，之を加熱する と熔融し

て？由滴となり水面にうかぶ。

融点 65°～68°C

4. 水に難j容，アJレコーJレ・クロロホJレム ・エーテ

yレ・氷酷酸 ・精油（ペこ／ヂシ） ・脂肪油（オ レー

フ油） ・アルカロ性（NaOH）溶液に易j容。

（国立横浜病院研究検査科永岡清子）

調査対象及び調査方法

対象は国立横浜病院で， 1957年度に取り扱った成人鈎

TOSHIO FUJISA羽TA: Clinical studies on hook-

worm disease. (4) 4・iodo・3・methyl-1・hydroxy-6・iso・
propylbenzene (Yokohama National Hospital, Yo-

kohama, and the Department of Parasitology, Na-

tional Institute of Health, Tokyo, Japan) 

虫症患者中の約30名て，大部牙はタト来て観察したが，一

部に副作用及び排虫状況等色調査するため入院させた症

例もある。

先ず 2.0gの早朝空腹時頓用から試み，のちに記す通

り駆虫効果は余り強くないが，副作用も左程著しくない

ので，逐次増量し且つ服用時刻も就寝前とし， 8.0 g, 

時に 10.0g迄の頓用を試みた。一部症例て排虫を確か

める必要から硫苦水を後下剤として投与した場合もある

が，概ね就寝前に前 ・後下剤を併用せず服用させ，服用

前の夕食と翌朝々食に飲酒と脂肪の大量の摂取とを禁じ

たほか特に食餌の制限は行わなかった。

駆虫後の効果判定のための検便は服薬後2司 4週の聞

に行うのが理想的とされているく小宮ら， 1954a）が，

タト来患者の場合，診療上の都合から 1～2週ののちに飽

和食塩水浮洗法て実施し，虫卵残存する場合，再び本剤

を同量或いは増量して用いるか，叉は他の薬物に切り替

えるかは個々の症例ごとに臨床的な事情からきめた。

一部症例について行った櫨便採虫は，本剤服用後24時

間中の排便を採取して行った。特に木剤服用によって虫

卵陰転しなかった症例に最終的に四塩化エチレン〈テト

レン〉駆虫を行う場合は原則として入院させた上て，前後

下剤を併用する方法により，服薬後24時間中の排便につ

いて；慮便したので，此の場合はそのテトレンによる排池

虫体の殆んど 100%を捕捉し得たものと考えられる（小

宮ら，1954b）が，入院不能の症例ては，早朝来院させ，

午前8～9時にテトレンを，その 1～2時間後に後下剤

を投与し，午後 511寺頃迄タ卜来にとどめおき，都合 8～ 9

時間中の排便を採取したので捕捉虫数は全俸の大凡85%

程度のものと考えられる（藤沢，1953）。

成績並びに考按

1. 完全駆虫率 ：

投与回数，投与総量ともに症例ごとに区々なので，前

検便の虫卵度を衛生検査指針〈厚生省，1955）に従って
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た症例がたまたまかけているので，大量を連用した場合

の効栄に関しては断 i吾を保留したい。

以上の成績は 1.5g頓用 2日連用て、50%, 2.0 g頓用

2 日述用て62 .5%の完全店I~虫率をあげたという成績（中

タト製薬，1957)，或いは用量は詳かでないが完全rnr6虫率

56.3%という杭らく1957)の成績に比し低率である。之は

之等が早l同空腹l凶頓用を 2日間つづけるという万法てあ

るに対し，私の方法が就寝時I顕用を 1～ 2週間隔て反復

した例が多かったというちがいにもよると考えられる

が， ll~ に調査対象， 従って感染濃皮の相速にもよると想

像される。
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~n 群 ： 飽和食塩ぷ浮説法のみ陽性及び｜白接塗抹際木18

> 18mm全視野中 9コ以内， 22例．

第］［群： 直接塗抹！荒木全視野中10～ （）9コ，

tn nr群：同 Uく 100コ以上， 2例．

の 3群に区外して集計しで〈第 2Jミ〉。

2例．

ヨードチモー 1レによる駆虫成績

前
検
便

不完全駆虫
例

数〔？の

ードチモ 完全駆虫例
~ ；レ投与

回数総量g 数 （%） 

第 2表

fJll 

数
群

2. 不完全駆虫例に於げる残存鈎虫の調査 ：

木点!J1～ 3回服用後に虫卵銭存した症例11例について

残存鈎虫を調査する目的てテトレン駆虫を行ったく第 3

J心。先立つヨードチモール.1.m~虫に於げる j;Jj;虫数が殆ん

ど確かめられておらず， 叉テトレン駆虫もタ卜来て行っ

た場合があり ，且つ夫も必ずしも完全駆虫に達する迄テ

トレンを反復投与していないので残存鈎虫のすべてを捕

捉したととにならず，此の調査は不十牙であるが，ヅピ

ニ，アメリカ両種鈎虫ともにかなりの虫数が，l～8回

のヨードチモールを耐過して残存し得るととをうかがい

知るととが出来るω

3. 副作用：

材、ら（1951）は木剤は線虫駆除作用強力であるに拘ら

ず，動物実験の結果はへキシールレゾルシノール或いは

チモールより毒性微弱で， 1.0 g内服の人体実験て、何等

の異常を見なかったと云い，中タ卜製薬（1957)の記す所

によると 1.0～ 3.0gの内服て極く一部に頭痛を認めた
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第 2, 3表の註 ：前検便虫卵度は直接塗抹標本

18×18mm全視野中 9ケ以内を＋， 同 10ケ

～99ケを＋＋， 同100ケ以上を州， 飽和食塩水

浮世手法のみ陽性を（＋）で示す．

1 
1 

計

タト来患者が主なので，虫卵l支の高い濃厚感染例と考え

られる第JI, lli群の症例は少ないが，本剤のみで完全駆

虫に達したものはなかった。木剤のみ l～ 6回，総註

22 g迄の投与で， 3群を合rJI-すると完全駆虫率は 30.7'

%，怪感染者から成ると推定される虫卵皮の低いめ1群

のみに限っても36.4%で，次の第2頃の調査成績と併せ

考えて，木剤の!.¥iii虫効果は左程強力なものとは考えにく

い。但し虫卵＆の高い症例に 8.0～10.0gの1聞用を試み

不完全駆虫例に於ける残存鈎虫の調査
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イ史f目立（頓用） g 3 3.5 4 

第 4 表 ヨー ドチモ ー Jレの副作 I日

6 2 

副作用｛~ 0 2 

8 22 

0 

1 

0 

4 

のみて、あったと云い， 叉~~＇.~沖 (1938）も附時門無とは云

えないが何hも一過性て、あったと叩コているυ 私は毎回

)JU川IL'r，殊にJ:i{lill:投与の場合はm,mこ，，，，党的副作用の

ほか服用当日以後の出血傾向，;t；・色以の出現を11¥J診によ

って調布し，他立的検査として・郎症例て，服用当日及

びその翌Uco尿について蛍f.I・糖 ・ウロピリノーゲン定

性試験， i士山鏡検，服用当日乃五 2～ an後の心氾図，

ブロームサルアアレイン試騎， 1n1r,'J ，~，~ m反応た検した。

「UJ:位－出現：：； [:{;; 4）との通りて， 2.0～10.0 g頓用， 57

IBI r¥1約14°0のit;°if主であったっ 3.0 g I服用の際の 2例；ょ

）出M,n1i :Xf仔1例， 5.0 g1tr(l川の 1例， 8.0 g頓用の 5

例は何れも数u但！立の下j,(1j（，脱t1ri• n区気企伴ヨことが

多かっとが， 次！日lの投薬そi：忌避すとムほど強いものでは

ない。

ズ上記他党的倹l空のI；長引けには呉市病的所凡の山現を

認めなかった

4. $i~!l~以外に1Ji:?l!t さ札た寄生虫 ：

偶然， i忠使 'djったf.£例に於て， l 例から12~主の限虫

の排出斗認め，七ο そのほか 1例から幼雌姻虫 H芝及び防

虫 230 ！主の 1)1:?fft を認めたが，之はf1dll,'.d汗汀]0下舟jの方ljlj~

かとも与えら.！ lる。

要約

約30例の鈎虫症患者に試みたヨードチモール！日i山.＇.ti~山

成品＇1~i.：述べたが， 下記の如くに要約される ：

1) 2.0～10.0 g を主として就位II ，］·，~.こがI ・ 後 F刑を併

用せず11!(｛川させたー酒類及び大ij]:Z>脂肪を去をじた以外，

食事に特別の11JU限を加えなかった。副作川として約1490

に，！！創出， fl!{.xし或いは下j,f1jが加われたが，何れも，，出立

て，心 ・肝 ・＇i守て1；に苦しい副作J日はない慌てある。

2) 1 ～ 6111 ！ ， 総itlftl小 2.0～fは ，~ · ：j 22 .0 gの投与て，

光令肌虫やは30.7%で，1ji.t感染白のみに限定しても36.4

9o・ご、あった

3) l～3回，総量 3.0～ 8.0gの投与ののちにも，

かなりの数のツピニ，アメリカ両極抗l!b,の残存する，症例

があり 1~｝ることを確かめた。

4) 以上の通り ，木剤は！！出虫効民は著しく強力とは云

5 7 8 10 計（タ'b）総数
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えないが，反而副作用も比較的少なく ，鈎虫駅除架とし

て今後足にmW:，用i1；勺；の点て検討の価怖があ乙ものと

f与えられる。

比の報告は開立予防衛生研究所寄生虫部長小宮義孝先

生から薬物の分与と研究上の指示を受けて行ったもの ’

で，同先生の御指導御校聞と，国立横浜病院長野坂三枝

先生，同内科医長古城美一先生ほか同僚先生方の御助力

に謝意を表します． 要i号は第 27四日本寄生虫学会総会

に報告した．
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Summary 

New anthelmintica, 4-Iodo・3・me也yl-1-hydroxy-6-

isopropylbenzene (Iodothymol) was tried in the treat-

ment of thirty hookworm disease patients. Results 
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obtained were as follows : 

1) Single dosage of 2.0 to 10.0 g of Iodothymol 
was used internally without purgative before going 

to bed, and in cases of still positive for ova after this 
treatment, the above-mentioned procedure was re-

peat凶. As harmful effects, nausea, abdominal pain 

and diarrhoea were complained by one-sevenths of 

all patients, but not so severe. 

2) After the administration of this drug, ranging 

from one to six times with 2.0 to 22.0 g in total 

do回 ge,30. 7 Jb of all cases were negative for ova, 

and in cases of slight infection it was 36.4%. 
3) After the medication of Iodothymol using one 

to three times, 3.0 to 8.0 g in total, survival of a 

considerable number of hookworm, including of 

Necator amerieanus, was proved by the expelling 

treatment with Tetrachlorethylene. 

〔寄生虫学雑誌・第 7巻・第 6号

追記：佐々ら（1958: 4・ヨードチモール及びそのピ

ベラヂン塩の駆虫効果に関する研究，初報，東京医事新

誌， 75c 9 ), 541～546）は，詳細な動物実験並びに臨床

駆虫及び 600名にのぼる集団駆虫て，副作用軽微，主と

して 1日2～ 3g, 2～ 3回の本剤投与て 3週間後4～

5割の虫卵陰転率をあげ，結論として木剤の駆虫効果が

遅効的てはあるが長期間持続するものと推定している。

之等の点も考慮して私は今後更に本剤の効果を検討した

いと思う。
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